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償却資産申告書(固定資産税）

作成前の注意事項
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平成20年度税制改正大綱平成20年度税制改正大綱

12/13の大綱で以下の内容が発表されました。

平成20年度 償却資産申告について

固定資産税において、償却資産の評価額を理論帳簿価額が上回る場合に
理論帳簿価額を償却資産の価格とする制度を廃止する。

地方税法第414条の規定により、決定価格は帳簿価額を下回ることがで
きないため、評価額と理論帳簿価額の合計額のうち、高い方が決定価格
としていましたが、制度の廃止が可決されると、平成21年1月申告分より
評価額が決定価格となります。

上記背景により、平成20年1月申告分の帳簿価額については、平成19年度
税制改正に準じた計算により算出した額を記載することを原則としながらも、
東京23区など旧定率法等により算出した額又は未記入で差し支えないとし
ているところが多いです。（評価額は、従前どおりの計算と変わりません。）
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帳簿価額を旧定率法で計算する場合帳簿価額を旧定率法で計算する場合

償却資産申告についての設定

償却資産申告書項目設定で「旧計算方式」を選択します。

提出先ごとに
設定を行います。

初期値は「旧計算方式」です。
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理論帳簿価額を出力しない（未記入とする）場合理論帳簿価額を出力しない（未記入とする）場合

償却資産申告についての設定

印刷パラメータで「1月1日簿価」を「出力しない」にします。

「1月1日の簿価」を
「出力しない」にします。

3頁の画面より
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評価額を決定価格とする場合評価額を決定価格とする場合

償却資産申告についての設定

印刷パラメータで「評価額のみを決定価格」のチェックボックス
をオンにします。

「評価額のみを決定
価格」のチェックボッ
クスをオンにします。3頁の画面より
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理論帳簿価額を（新）定率法で計算する場合理論帳簿価額を（新）定率法で計算する場合

償却資産申告についての設定

償却資産申告書項目設定で、一度＜更新＞ボタンを押して
から、「新計算方式」に変更して＜更新＞します。

①「旧計算方式」のまま＜更新＞
ボタンを押します。

②「新計算方式」に変更して
＜更新＞ボタンを押します。

Ver.8.1で作成したデータ及び、２回目以降の変更は、
①の作業は必要ありません。

3頁の画面より


